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令和５年度 第３１回全国中学生空手道選手権大会

大 会 実 施 要 項 

＜公益財団法人 全日本空手道連盟＞ 

 

１ 大 会 名  令和５年度 第３１回全国中学生空手道選手権大会 

 

２ 主  催  公益財団法人全日本空手道連盟 全国中学校空手道連盟 
 

３ 主  管  一般社団法人 東京都空手道連盟 
 
４ 後  援   スポーツ庁 公益財団法人日本スポーツ協会 公益財団法人日本武道館 

（予定）  全日本空手道連盟関東地区協議会 東京都 公益財団法人東京都体育協会  
足立区                           （順不同） 

 
５ 場  所  東京武道館 
         住  所：〒１２０－０００５ 東京都足立区綾瀬３－２０－１ 
         電話番号：０３－５６９７－２１１１ 
         交  通：東京メトロ千代田線・ＪＲ常磐線 綾瀬駅東口下車 

（東綾瀬公園内を通り抜け徒歩５分） 
 
６ 日  時  令和５年８月３日（木）～４日（金） 
（1）受  付 大会期間中は選手監督共に南口より入場する。 

（注）入口で都道府県別の袋（プログラム、参加記念品等）を配布し、学校毎の 
受付は行わない。 
なお、ＩＤカード（選手、コーチ、監督）、形エントリーシート、団体組手 
オーダー表、棄権届はゼッケンとともに事前に都道府県空手道連盟事務局に 
郵送する。 

（2）競技日程 

８月３日（木）大会１日目 ８月４日（金）大会２日目 

審判会議 8:10～ 
空手ウィーク開会式 9:00～ 
競技開始 9:30～(開場 8：00） 
個人形   8:00 ～ 入館可 
団体形  11:00 ～ 入館可 
組手 (個人・団体 )１回戦 

15:00 ～ 入館可 

競技開始 9:00～（開場 8:00） 
個人組手 8:00 ～ 入館可 
団体組手 9:00 ～ 入館可 

競技終了予定 １９：００ 終了予定 １６：００ 

 
（3）会  議 

会 議 名 日   時 場   所 

代表監督会議 7月２8日（金）19:00 ～ 20:30 オンライン開催 

審 判 会 議 8月 3日（木） 8:10 ～ 8:40 東京武道館 大研修室 
※オンラインによる代表監督会議は各都道府県代表２名以内とする。 
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（4）練習会場  ８月２日（水）～３日（木） 

空手 WEEK 開催期間中、日本空手道会館大道場と中道場を開放する。 

※詳細については全空連から各都道府県連にお知らせする。 
 
７ 種  目 

 組 手 競 技 形 競 技 

男  子 団 体 組 手 個 人 組 手 団 体 形 個 人 形 

女  子 団 体 組 手 個 人 組 手 団 体 形 個 人 形 
 
８ 競技規定 
  公益財団法人全日本空手道連盟空手競技規定及び全国中学校空手道連盟申し合わせ事項による。 
 
９ 競技方法 
 (1) 組手競技はトーナメント方式とし、３位決定戦及びビデオレビューは行わない。形競技は、得点制で

行う。 
(2) 団体組手競技、団体形競技は、学校対抗で登録選手５名までの３人制とする。また、１校１チームと
する。登録された選手のオーダー変更は回戦ごとに自由とする。なお、団体組手は２名でも参加可能と
するが、対戦するチームが双方２名の場合は、オーダーは先詰めとする。 

(3) 組手競技について 
①６ポイント差とし、競技時間は１分３０秒間フルタイムとする。 

  ②安全具は、（公財）全日本空手道連盟検定の拳サポーター（赤・青）、ボディプロテクター、マウス
シールドを着用したニューメンホー（Ⅵ、Ⅶ）、シンガード・インステップガード、男子はファール
カップを着装すること。 
シンガード・インステップガードは白色の物で，（公財）全日本空手道連盟検定のミズノ㈱、㈱
東海堂、㈱ヒロタ、㈱守礼堂の各社製とする。ただし、高体連用のインステップガード新製品
（全空連マークと高体連マークの両方が入っている 2022年新製品）は使用可とする。 

   (4) 形競技について 
①システムを採用することとし、各審判員の技術点及び競技点は、それぞれの点数の５．０～１０．０
の間で採点する。 

  ②参加人数により、グループ数を決定する。１グループあたりの人数は、１３人・１３チーム以下とす 
る。 

  ③１人・１チームずつ演武する。 
  ④各グループの上位４人・４チームが次のラウンドに進出する。 
  ⑤ラウンド１は第一指定形、ラウンド２は第二指定形、準決勝ラウンド及びメダルマッチは得意形とす

る。各ラウンド及びメダルマッチの演武する形が連続しなければ、同じ形を演武しても良い。 
⑥各ラウンド及びメダルマッチで同点の場合、電子システムによる同点の解決を採用するが、最終ステ
ップでも同点の場合は再試合とする。その場合は同じ形を演武しても良い。（連続も可） 

 (5) 赤帯・青帯は（公財）全日本空手道連盟で検定された帯を各自必ず持参し、使用すること。 
※氏名、所属等の表示を認める。所属の表示は、「全日本空手道連盟」または「都道府県空手道連
盟」、「所属中学校名」とすることが望ましい。※帯止めは使用しない。 

(6) 服装について 
①選手は、競技規定に沿った清潔な白の空手着を着用すること。上衣の左胸に学校名（20cm×８cm 程
度）、左袖に都道府県名を記入する。色は黒色とするがスクールカラーの使用は認める。 
上記の他、氏名、ラベル以外の表示は認めない。 
ゼッケンは事前に郵送されたものを競技開始までにしっかり４辺を背中に縫いつけること。 ゼッ

ケンのないものは参加できない。 
②監督およびコーチは、白の空手着とする。 
③監督、コーチ、選手は品位ある態度で競技に臨むこと。選手は、染髪および脱色、ピアス、過度の空
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手着の変形等、競技者としてふさわしくないと判断された場合、参加を取り消す。 
※空手着上衣の腰部の紐を結ぶこと。空手着上衣の胸部の紐はつけない。 

 
10 表  彰  個人種目・団体種目ともベスト８まで表彰する。 
 

11 審 判 員  大会審判団は、公益財団法人全日本空手道連盟公認審判員により編成される。 

(1) 選手が参加する都道府県は、２名の審判員を推薦し派遣すること。 

なお、各都道府県が推薦する審判員は、全国組手審判員及び地区形審判員以上の資格を有すること。 
(2) 大会審判員に不足が生じた場合は、開催地区協議会から選出し委嘱する。 

(3) 審判員に係る経費は、大会実行委員会では負担しない。 
(4) 派遣審判員は、参加申込書（表紙）に記入し、参加申込みと同時に提出する。 
 
12 参加資格 
（1）選手は、所属する中学校所在地の都道府県中学校空手道連盟または都道府県空手道連盟を通して、公

益財団法人全日本空手道連盟に登録している会員であり、公益財団法人全日本空手道連盟公認段級位を
保有していること。 

（2）所属する都道府県中学校空手道連盟または都道府県空手道連盟の主催による予選会において選抜され
た選手またはそれらの連盟の承認を受けた選手であること。 

（3）各都道府県（都市大会を含む）予選会並びに全国大会の参加は、選手本人の住所ではなく、個人・団 
 体とも所属中学校単位であること。 
※都道府県の予選会に参加する選手には、事前に（公財）全日本空手道連盟会員登録をさせること。 

(4) 監督は、「当該中学校の教員及び校長が認める指導者」、若しくは「（公財）全日本空手道連盟に登
録している会員で、（公財）日本スポーツ協会公認空手道コーチ１以上、または県組手審判員以上の
資格を有する者」であること。 

 
13 参加制限 
（1）各都道府県の参加数は下記の通りとする。 
 

種 目 
参 加 数  

開催県 各都道府県  

男子団体組手 4チーム 2チーム  

女子団体租手 4チーム 2チーム  

男子個人組手 4名 2名 ※個人種目において(3)(4)に該当する選手 

女子個人組手 4名 2名 は規定の「参加数」に追加できる。 

男子団体形       4チーム 2チーム  

女子団体形       4チーム 2チーム  

男子個人形       4名 2名  

女子個人形       4名 2名  
（2）各参加のチーム編成は下記の通りとする。 

個人種目 
監 督 コーチ 

※監督は、複数のチームの監督を兼ねるこ 

 とができる。 

1名 1名  

団体種目 

登録選手５名以内 

監 督 コーチ  

1名 1名  
 
（3）第３０回大会で個人種目ベスト８に入賞した選手及び第１７回全国中学生空手道選抜大会優勝者は指定 

選手として参加権をもちシードする。 
第３０回大会で団体種目ベスト４に入賞したチームは参加権をもちシードする。 

※上記(3)に該当する選手であっても、各都道府県からの申込みが必要である。 
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14 参加申し込み 
（1）申し込み方法 

各都道府県中学校空手道連盟または各都道府県空手道連盟が取りまとめて行う。 
① 全国中学校空手道連盟ホームページよりダウンロードした参加申込書を当該校（関係者）に送付・送信する。 

全国中学校空手道連盟ホームページ   http://jjkf.net/ 

②当該校（関係者）は必要事項を記入(入力)し、各都道府県中空連または各都道府県連担当者に送付・ 
送信する。申込書類一式は担当者が保管する。 

③上記担当者は必要事項を打ち込み、プリントアウトし押印したものを、下表の受付係へ必ずレターパ
ックライトにて送付する。あわせて、電子データを下記アドレスまでメールにて送信する。 
 

申込先 必要書類 

〒０４８－１６１２ 
北海道虻田郡真狩村字見晴 48番地 
真狩村立真狩中学校 
石川 周亨  宛 
 
【電子データ送信先アドレス】 
  アドレス ：cds95800@yahoo.co.jp 

①参加申込書(表紙) 
②参加申込書(個人種目) 
③参加申込書(団体種目) 
④参加選手一覧表 
⑤プログラム用男女別名簿 
⑥派遣審判員連絡先 
＝以上 郵送及びメール送信＝ 

⑦振込明細書のコピー(郵送のみ) 

 
（2）申し込み締め切り  令和５年６月１６日（金）必着 
 
15 組み合わせ抽選 
  令和５年７月２日（日）、全国中学校空手道連盟および大会実行委員会において行う。 
  ※抽選結果は、令和５年７月１８日（火）までに全国中学校空手道連盟ホームページに掲載する。 
 
16 参 加 費 
（1）団体種目は１チーム１種目１５，０００円、個人種目は１人１種目５，０００円とする。 
  なお、団体種目参加者が個人種目に参加するときも、個人の参加費を必要とする。 
（2）各都道府県中学校空手道連盟または各都道府県空手道連盟で取りまとめ、下記口座に振り込むこと。 
  郵便局備え付けの「払込金受入票」にて払い込むと送料が安く、通信欄に内容を記す事ができる。 

（銀行からの振込みの場合は、受領書のコピーを参加申込用紙に添付すること。） 

（3）振込先   【金融機関名】ゆうちょ銀行 
【店  番】  ０８８ 
【店  名】 〇八八（ゼロハチハチ） 
【預金種目】 普通預金 
【口座番号】  １３９７３９９ 
【口 座 名】  全国中学校空手道連盟／ゼンコクチユウガツコウカラテドウレンメイ 

（4）参加費納入締め切り  令和５年６月１６日（金）必着 
(注-1) 本人の都合による棄権は参加費を返却しない。 
(注-2) 新型コロナウイルス感染症防止対策により、参加申込締切後に緊急事態宣言が発令され、大会

中止となった場合は参加費を全額返戻できない場合がある。 
 

 

 

 

http://jjkf.net/
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17 宿泊・弁当申込 

 大会中の諸連絡及び不測の事態の際に連絡を徹底するため、別紙案内の指定旅行業者による斡旋宿泊

施設及び大会専用弁当の注文を利用すること。外部からの弁当持ち込みについては、食中毒防止と会

場美化の観点から原則禁止とします。（各自持ち込みの発生ゴミは全て持ち帰りとします。） 
 

18 傷害処置及び対策 

(1)選手は、各自の責任において健康診断を受け、医師の出場許可を受けておくこと。また、本大会には

必ず健康保険証を持参すること。 

(2)参加選手は全員スポーツ傷害保険に加入していること。また、「日本スポーツ振興センター」の適用 

 に関しては、事前に学校に校外活動の申請をしておく必要がある。万が一事故があった場合は必ず学 

校に届け出ること。 

(3)出場選手が競技中負傷した場合は、主催者において応急処置をするが、その後の責任は負わない。 

 

19 その他 

(1) 各中学校のプラカードは使用しない。 

(2) 新型コロナウイルス感染防止対策については、後日各都道府県連盟を通じてお知らせする。 

(3) 練習会場（日本空手道会館）の使用については、後日各都道府県連盟を通じてお知らせする。 

 

20 問い合わせ先 

問い合わせに際しては、「宿泊・弁当・アクセス」に関する指定旅行業者宛のものを除いて、都道府 

県空手道連盟の担当者がおこなうこと。 

(1)要項及び参加申込について 

 

 

 全国中学校空手道連盟 

 事務局長 芥川 佳子（アクタガワ ケイコ） 

ＴＥＬ  : 080-3052-7722 

Ｅ-mail : kakutagawa@hi.enjoy.ne.jp 

 

(2)会場について 

 

 

 

 

 

  第３１回全国中学生空手道選手権大会  大会実行委員会 

〒166-0001 東京都杉並区北 2-14-4阿佐ヶ谷北口ビル 2F 

一般社団法人東京都空手道連盟 事務局 石橋 克彦 

ＴＥＬ：03-3223-9002      （イシバシ カツヒコ） 

ＦＡＸ：03-3223-9007 

Ｅ-mail:tokyo@tokuren.jp 

 

(3)協賛広告等について 

 

 

 第３１回全国中学生空手道選手権大会 大会実行委員会 

〒166-0001 東京都杉並区北 2-14-4阿佐ヶ谷北口ビル 2F 

一般社団法人東京都空手道連盟 事務局 石橋 克彦 

ＴＥＬ：03-3223-9002      （イシバシ カツヒコ） 

ＦＡＸ：03-3223-9007 

Ｅ-mail:tokyo@tokuren.jp 

（携帯）090-6192-4488 担当：緒方良之（オガタヨシユキ） 
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(4)宿泊・弁当・アクセスについて 

 

 

 

近畿日本ツーリスト株式会社 法人第１支店 

〒１０１－００２４ 

 東京都千代田区神田和泉町１－１３ 

 住友商事神田和泉町ビル １２階 担当：春山 

TEL：０３－６８９１－９３０１ 

FAX：０３－６８９１－９４０１ 

 ※宿泊申し込みは４月２０日から開始いたします。申し込み手順については後日おしらせします。 

 

21 肖像権について 

 本大会は、大会の模様をインターネットのライブ配信を予定している。肖像権の取り扱いについて下記の

通りとする。 

（１）公益財団法人全日本空手道連盟が認めたライブ配信業者等によって撮影された映像が、中継・録画放

映及びインターネットにより配信されることがある。 

（２）インターネットのライブ配信に際して、個人情報（氏名、所属など）、大会記録等を公表することが 

ある。 

（３）本大会参加申し込みにより、上記⑴⑵の取り扱いに関する承諾はいただいたものとする。 

 

22  東京武道館の利用に関して、以下の行為を禁止する 

◆観覧席確保のために、大会前日から東京武道館入口周辺にガムテープを使用してブルーシート等を貼

って場所取りをし、飲酒すること。 

（出場選手関係者の飲酒が発覚した場合は、所属都道府県役員及び関係者の入館をお断りさせていた

だく場合があります。またコンクリート面へのガムテープの使用は禁止されておりますので、絶

対に使用しないで下さい） 

◆大会当日に東京武道館敷地内ならびに周辺の公園等で練習を行うこと（館外での練習は終日禁止）。 

◆館内にくつを直に持ち込むこと 

（必ずくつ袋に入れてから入館すること。くつ袋は各自で準備すること。全空連では配布しない）。 
◆観客席及び練習場等に縄を張ったり、荷物等を置いたりして占拠すること。 

また大会初日終了後に荷物を観客席に置いて帰ること。 

◆東京武道館周辺に一般車及びバスの駐車をすること 

（バスを利用する場合は、別添資料にある駐車場案内図を参照の上当該駐車場に直接相談すること。

なおバスによる乗降の場所は綾瀬駅前を利用すること）。 

◆館内通路等において、ブルーシート等での場所取りや座り込みを行うなど、救急搬送の対応や有事の

際に安全な大会運営に支障をきたす行為を禁止する。 

 
 

以上 
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別紙 

東京武道館 来館の注意点 

 

 

※できる限り公共交通機関での来場をお願いします。 



 

 8 / 8 

 

○電車をご利用の場合 

ＪＲ山手線・京浜東北線「西日暮里」駅乗換え 

東京メトロ千代田線「綾瀬」駅東口下車徒歩５分（東綾瀬公園内をお通りください。） 

○車をご利用の場合 

※東京武道館周辺道路、私有地は駐車禁止です。 

1. 首都高速６号三郷線、加平ＩＣから環七通りを東進、加平二丁目の交差点を右折 して南進し、武道

館北口交差点を左折２００ｍ(大型バスは不可) 

2. 首都高速中央環状線、千住新橋ＩＣから国道４号へ、梅島陸橋を右折、環七を東 進、以下、１と同

様(大型バスは不可) 

3. 大型バスの駐車及び武道館周辺での乗降はできません。 

○歩行のマナー、以下の行為はおやめください。 

・マンションなどの住宅敷地や駐車場への立ち入り 
・集団で横に広がっての歩行 

・騒音（大声での会話・指示など） 

・道路などへのゴミ捨て 

・道路などでの喫煙・ポイ捨て 

 

＜綾瀬駅改札口付近での待合せはご遠慮ください。＞ 

 


